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社会保障・税一体改革関連法案可決も、大量造反 

2012 年 6 月 26 日(火)に開かれた衆議院本会議にて【社会保障・税一体改革関連法案】が賛

成多数で可決されました。しかし【消費税法改正案】では与党である民主党内で小沢一郎元

代表グループを中心に 57 人が反対、16 人が欠席・棄権という大量造反がありました。 

政権交代を果たした 2009 年衆議院選挙の政権公約(マニフェスト)違反が造反の理由に挙げ

ていますが、すでに『こども手当』・『戸別所得補償』などの看板背策は総崩れで、マニフェ

スト違反 は今に始まったことではありません。国民との約束を理由に自分たちの目先の選挙

の事しか考えていない行動に大変憤りを感じています。 

 

稚拙な国会運営、過去最低の法案成立率 

ここまでの大量造反が出てしまったのは、造反者に対する厳しい処分を言及してこなかった

執行部の対応に原因があります。79 日の会期延長が決まった本来会期末である 6 月 21 日ま

での法案成立率は 24.6%(法案提出 81 本中、成立 20 本)で、戦後最低の法案成立率であった

2010 年 鳩山・菅政権の 54.7%を大きく下回っています。造反者に対する処分や法案成立率

が民主党の国会運営の稚拙さを如実に表しています。 

 問責 2 閣僚の交代を放棄し、最高裁が『違憲状態』としている衆議院小選挙区の【一票の

格差】の問題も棚上げ状態。ほかにも上げればキリがありませんが、こんな状況で野党に協

力を求め、拒否すれば平気で審議拒否と言ってくる与党と信頼関係を築けるはずがありませ

ん。最大限譲歩して民・自・公の 3 党合意のもと増税法案を採決しても、党内で造反が出る

始末で、まさに末期の状態です。 

 

次期衆議院選挙に向け、本格始動 

今後【社会保障・税一体改革関連法案】は野党が多数を占める参議院に移り、与党はより一

層厳しい政権運営を求められます。造反組のリーダーである小沢一郎元代表は、7 月 2 日(月)

にも正式な離党を表明しており、一気に解散総選挙に向かう可能性が高くなります。 

 次期衆議院選挙は自民党にとって政権奪回を果たすための大きな意味合いをもつものにな

りますが、私個人にとっても前回選挙の雪辱戦となり、絶対に負けられない戦いです。 

 応援して下さる方々の期待に応えられるよう全力を尽くす所存です。ますますのご支援・

ご協力をお願い致します。 

 

衆議院議院運営委員会筆頭理事・自由民主党国会対策委員会筆頭 
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発行 自由民主党栃木県第 4 選挙区支部 

〒321‐0225 栃木県下都賀郡壬生町本丸 2‐15‐20 

TEL0282－83－0001 FAX0282－83－0002 



             自由民主党栃木県第４選挙区支部広報誌                

県東部竜巻被害 

   
2012 年 5 月 6日(日)午後、茨城県・栃木県にて竜巻が発生しました。栃木県では真岡市・益

子町・茂木町の 3 市町を中心とした県東部で、建物やビニールハウスなどに大きな被害をも

たらしました。東日本大震災でも比較的被害の大きかった地域で、被害を受けられた方々の

ショックは計り知れません。自民党としては被災後すぐに、谷垣総裁・災害対策特別委員会

のメンバーで被災地の視察を行い、被災地の市・町長 の要望をもとに、政府に対して【竜巻

被害に関する緊急申し入れ】を行いました。被災生活者再建支援制度の対象範囲や建屋半壊・

全壊の区分に問題があり、被害認定基準の見直しの必要性を痛感しました。 

還暦 

   

2012 年 6 月 20 日(水)、60 歳の誕生日で、還暦を迎えました。34 歳で県議会議員に初当選し、

43 歳で国会議員に初当選させて頂きました。県議時代から合わせると 26 年になりますが、

政治の世界ではまだまだ中堅どころです。今後も日々成長出来る様、邁進する所存です。皆

様のますますのご支援ご協力お願いいたします。 

ホームページ(http://www.satoben.jp/) 

 
『衆議院議員 さとう勉』オフィシャルホームページです。過去のつとむ通信を掲載したり、

ブログの公開などをしています。是非一度拝見頂ければと思います。 

       

さとう事務所からのご案内 
 
国政報告会（随時） 

「さとう勉」が皆様のもとへ出向き、皆様の声を直接伺わせて頂きます。地域単位でも、団

体の支部単位でも、趣味の集まりでも結構です。皆様のお声をお聞かせ下さい。 

事務所秘書がご相談をさせて頂きますが、皆様からもお気軽にお声を掛けて頂ければ幸いで

す。 

国会見学及び東京見学（随時） 

歌謡ショーや東京見学と併せて、国会を見学し、佐藤勉と語らいませんか？少人数でも、大

人数でも構いませんので、ご興味がございましたらお気軽にお声をお掛け下さい。 


